
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年度第３回若林区地域生活支援ネットワーク会議報告 

日 時／ 平成２１年２月２７日（金）１７：３０～１９：３０（茶話会～２０：３０） 

場 所／ 若林区中央市民センター セミナー室A・B 

内 容／ グループワーク『親亡き後，共に生きるを現実に…～今日はとことんグループワーク！～』 

参加人数／ ３２名（２５事業所） 
 

今年度最後の全体会は思い切ってグループワークのみ！『親亡き後，共に生きるを現実に…～今日はとことんグルー

プワーク！～』というテーマの下，５グループに分かれて幅広い内容の話し合いとなりました。 

 「当事者の周りの人が地域と関わる努力をする必要がある」「支援者は制度の枠の中で“できない”というよりも“～

だったらできる”というふうに発想の転換をすると，支援の幅が広がるのでは」「本人が安心できる場はどこなのか？何

を求めているのか？本質ほど見えづらいところにある」などなど，ざっくばらんな意見が出されました。自分が日頃感じ

ている思いを人に伝えることで，新しいアイディアやつながりの誕生が期待できる会となりました。 

 全体会終了後，同じ会場で茶話会を行いました（参加者20名）。お茶菓子をつまみながら，グループワークとはまた

違った打ち解けた雰囲気の中で話し合うことができました。 

 様々な成果と課題を残して終了した今年度のネットワーク会議…。関係者の皆さんからも色々なご意見，ご提案を頂き

ました。ありがとうございました。新年度も有意義な会にしていきたいと思います。 

なお，事務局では一緒に企画・運営に携わるメンバーを随時募集しています。興味を持って下さる方があれば，最寄の事

務局メンバーにご連絡下さい。 
 
 

アンケート結果   ＊回答者１５名／参加人数３２名（回答率４３％） 
 

 

 １）今回のグループワークはいかがでしたか？ 

 

 

 

 

 

 
２）今回の会議は今後の業務に活かせそうですか？ 

 

 

 

 

 

 
 

＊ 今後ネットワーク会議に取り上げて欲しいテーマ、ネットワーク会議に期待することは裏面にまとめて掲載させていただきました。 
 

 

平成２０年度開催内容報告  ＊全体会３回、勉強会２回 延べ参加人数１９４名 
 

・第１回全体会（２０／ ７／１８） 「地域で暮らすということ～今できること、今後の不安～」 参加者６３名 

・第１回勉強会（２０／ ９／３０） 「大規模地震発生！その時あなたは？利用者は？（１）」  参加者２３名 

・第２回勉強会（２０／１０／ ９） 「大規模地震発生！その時あなたは？利用者は？（２）」  参加者２５名 

・第２回全体会（２０／１１／２１） 「スペシャリストに聞く！障がい者の成年後見制度とは」  参加者５１名 

４０% ６０%

1無くても良い（０名） 2　　　　　（０名）

3　　　　　　　　（０名） 4　　　　　（６名）

5大変有意義 （９名） 未回答　 （０名）

１３% ３３% ５３%

1活かせない（０名） 2　　　　　（０名）

3　　　　　　  （２名） 4　　　　　（５名）

5活かせる  （８名） 未回答　 （０名）

若林区地域生活支援ネットワーク会議ニュース         平成２１年６月２日発行
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若林地域生活支援ネットワーク会議は、しょうがい者支援に関わる施設や事業所、学校や地域のサポーターとして頑張ってい

る人たちの「顔の見える関係づくり」、「問題・悩みを地域の課題として共有し合える場づくり」、「課題解決に向けたネットワークづく

り」を目的に開催しています。 

・色々な事業所、他職種の人と話が出来、情報を得たり、現状を聴く

事が出来た。 

・意見交換ができ、新たな刺激になった。 

・顔の見える関係作りに大変良い会議だと思う。 

・種類の違う事業所のスタッフではあったが、共通する話題があった。

・グループワークはいいですね！ 

 

・顔が見える関係になったので、必要時に利用者さんを繋ぐ連携を図り

たい。 

・施設などを知ることによって家族全体を支援していくことが出来る。

・新しい事業（支援・協働）を考えていきたい。 

・インフォーマルネットワークの大切さを改めて感じた。 

・一つの事業所の中で解決しようとせず周りに相談することも大切と感

じた。 

・様々な分野で関わるスタッフや支援者と情報交換することができた。

 



 

                             
 

 

２０年度は全体会３回、勉強会を２回行いその都度、皆さんにアンケートをご記入いただきました。内容については毎回、 
８割～９割の人から「有意義だった」「業務に活かせそう」などの意見をいただきました。また、会自体については事業所同士
で集まり、「普段思っていることをさっくばらんに語り合う場」「テーマのことを一緒に勉強しながら検討しあう場」一緒に若
林の福祉をすすめていく上で、顔の見える関係作りをできる場」として皆さん期待しているようでした。 
 開催の時期や時間帯については、やはり職種によって参加しやすい時間帯がバラバラであり参加したくても参加できなかった
ということも多かったようです。２０年度は、「１５時」「１６時」「１７時半」と開始時間を色々変更してみたのですが、２
１年度も検討が必要だと感じています。 
また、若林区ネットワーク会議で「取り上げて欲しいこと」、「期待すること」を自由記載していただきました。今後、皆さ

んと若林区ネットワークを進めて行く上で、大変貴重なご意見ですので、ご紹介します。 
皆さんが様々なテーマに興味を持っており、専門家の話を聞くなど勉強会形式で学びたいと言う希望がありました。事例検討

をしたい、情報交換をしたい、グループワークをしたいという希望も多く聞かれました。また、多くの方がネットワークの必要
性を感じており、広げていきたい、関係性を強めていきたい、いろんな考えや思いを聞きたいという希望があり、それらを地域
づくりや利用者さんへの支援に生かしていきたいと考えているようでした。 
 

１）今後、ネットワーク会議で取り上げてほしいテーマは？ 
 

     ・しょうがい者にそった栄養ケアマネジメント  ・しょうがい者の貧困、生活問題 
     ・就労支援についてった栄養ケアマネジメント  ・金銭管理。後見人制度の利用の仕方   
     ・福祉サービスとは？た栄養ケアマネジメント  ・自立支援法について 
     ・各施設の特色についてた栄養ケアマネジメント ・各事業所での状況や課題など 
     ・特別支援教育についてた栄養ケアマネジメン  ・地域との連携の取り方 
     ・分科会（関係する小さなグループ）で学齢期の地域支援などについて情報交換 
     ・しょうがい者サービスの内容や介護保険との併用が可能かなどの情報 
     ・事業所に携わっている人、実際に現場で利用者さんと関わっている人の発表、現場における支援上の問題 
     ・日常生活支援について（職員の時間外対応とネットワークによる他機関との連携） 
     ・当事者の声を聞きたい 
     ・第3回でやったようなざっくらばらんなグループワーク 
     ・事例研究、事例検討。グループワークで（＊実際に地域のネットワークが機能して効果的な支援ができている例、  
     ・資源がなくて困っている例についてなど具体的な対策の検討。＊親が介護保険、子が自立支援法と言うケースの
検 
     ・討、精神しょうがい者の方々への対応） 

 

２）今後期待することなど、若林区ネットワーク会議へのご意見 
 

     ・勉強会はさまざまな事を学ぶ機会になるので引き続き開催してほしい。 
     ・早い時間帯のほうがよい。 
     ・広く門戸を開け色んな人の意見を聞くと良いと思う。 
     ・会場に余裕があれば今後も区外の関係者にも声がけしてほしい。 
     ・他の区のネットワーク会議の様子が知りたい。また、他の区と合同で行う機会もあるとよいかもしれない。 
     ・会議後の方がコミュニケーションがとれる。小グループの方が話しやすいのかも知れない。 
     ・このネットワーク会議の中で発展的な新しい構想が生まれてくることを期待している。 
     ・発展性ある会議にしていきたい。時間厳守でお願いします。 
     ・このような会があると、いろいろな現場の生の声が聞ける。集まる機会づくりなどは必要。 
     ・支援における具体的な問題点を検討する場を多く設けると良い。 
     ・点ではなく線の支援ができれば良いですね。 
     ・「ざっくらばらん」に話せる機会は必要。 
     ・福祉に対する社会の目を変えていきたい。 
     ・顔の見えるネットワークづくりができるとよい 
     ・ネットワークの範囲が広がればよい。 
     ・しょうがい児教育に関わっている学校関係者にも情報を回してほしい。 
     ・ＰＲコーナーが良い。顔が一致すると関係作りに生かせるのでぜひ前に出て話してほしい。 
 

平成２１年度 若林区地域生活支援ネットワーク会議 年間テーマ 

『語ろう！創ろう！コミュニティ ～いくつになっても安心して暮らせる地域づくり～』 

昨年度に引き続き、このテーマに基づきながら開催してまいります。よろしくお願いいたします。 

早速、第１回全体会を開催いたします。詳細につきましては別紙のお知らせをご覧下さい。ご参加お待ちしております♪ 
 
 
 
 
 
 
 

発行者：若林区地域生活支援ネットワーク会議 事務局 

  佐藤   （若林区役所障害高齢課  ２８２－１１１１）／山口・檜山（ピボット若林      ２８２－４６７１）

  伊師・吉田（若林区社会福祉協議会  ２８２－７９９５）／樋口   （ぴあら若林       ２８２－５１８８）

  森・田島 （ほわっと・わたげ    ２８５－３５３１）／丸山   （ハンズ太白       ３０８－８８３４）

  野呂   （仙台市立病院      ２６６－７１１１）／嶺岸   （若林障害者福祉センター ２９４－０４５０） 
  相澤   （てれんこ        ７１６－８１５２） 

たくさんのご意見 

ありがとうございました 
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